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全大教図書館職員部会の報告 

11 月 18 日(土)13 時から 17 時，千代田区神保町の全大教会議室で，全大教図書館職員部会

がありましたので，簡単に報告します。図書館職員部の委員は，福大(欠席)，群大，東大，一橋

大，金大，阪大(部長)，神大，名大から各 1 名計 8 名です。 
 
最初に各大学の情勢報告がありました。 
職員の評価制度を導入した大学が幾つか出てきていますが,現段階ではまだ差別選別には至

っていないようです。職員制度の再編はあちこちでやっています。助手ポストを図書館で使って

いる大学では，学校教育法改正の関係の新助手が問題になっています。どこの大学でも法人化

後「図書館職員」の根拠が消滅してしまった中，来年度から図書館職員を専門職化する大学があ

るというので，注目したいと思います。そのほか，資料費の全学共通経費化もはやりのようです。 
ホームカミングデーははやっていますが，職員全員を出勤日とした他大学はありませんでした。 

 
議題 1 教研集会(一橋大学)について 
報告文は，全大教新聞教研特集号(2006.10)と全大教時報 30(4)(2006.10)に掲載済みです。

今年の反省点として，各大学の情勢報告に時間をとられてしまうので，来年は,全大教の報告，方

針提起，国大図協の専門職制度検討の動き，図書館のホットな話題の 3 本でやってみようという

話になっています。 
 
議題 2 今後の活動方針について 
以前からの懸案であった図書館職員部のメイリングリストとホームページを立ち上げることにな

りました。いずれも，全大教のサーバではなく，無料の民間プロバイダを使います。 
メイリングリスト参加は，組合員資格が前提です。全大教経由で各単組からの登録希望者を募

ることになります。約10年ぶりに各単組の図書館職員組織の調査をして,それといっしょに参加者

募集します。ホームページは，原案に一部修正のうえ公開します。 
 
議題 3 「21 世紀の大学図書館像」の改訂について 
法人化後，文科省へ提出して要求することに使えなくなったので，各単組での検討のための素

材としての意味しかない，各大学の職員制度もまちまちになりつつあるので，労力をかけて改訂

することにどれほどの意味があるか，などのジレンマに陥っていますが，最も必要な職員制度と

組織問題をまず作ってみようということになりました。 
 
予算の関係で年度内にもう一度開催できるので，議題 1 と議題 3 について，実行にかかること

になりました。 



11 月 17 日(金)衆議院第 2 議員会館で開催された日弁連の「共謀罪」に反対する院内集会

に参加してきました。その報告として，共謀罪へ反対することを皆さんに強く呼びかけたい

と思います。                                 石田康博（情言/図書） 

共謀罪法案の強行採決の危機が迫っています！ 
11 月 15 日(水)16 日(木)の両日，安倍内閣は，つい 

 

に本性を現わして，教育基本法改正案を強行採決し 
ました！その教育基本法の話題の陰に隠れてしまっ 
ていますが，政府は，現代の治安維持法というべき 
共謀罪法案の成立を狙っています！  
共謀罪法案は，いわば心に手錠をかけようという恐 
ろしい法案で，越境犯罪を取り締まる条約の批准の 
ために必要だと政府は宣伝しています。しかし，従来 
の刑法が実行行為を処罰してきたのに対して， 
共謀罪は考えたり相談したりしただけで処罰できるようにするものです。私たちの正当な

組合活動も，例えば総長交渉の作戦会議をしただけで，共謀罪にされる恐れがあります！ 
10 月23 日24 日前後に各新聞から一斉に「共謀罪創設今国会成立を断念」のニュースが

流れましたが，これは誤報です！政府は諦めていません！ 
共謀罪法案は，これまでに審議すればするほどボロが出てきていますので，今は寝たふ

りしておいて，機会を窺って瞬間解凍して1 時間審議後即強行採決を狙っています！廃案

になるまで決して気を緩めることはできません！政府の報道管制は，密かに深いところか

ら始まっているのです！今回，安倍首相はマスコミに「強行採決」と報道しないように圧力

をかけています。そういえば，委員会強行採決の 15 日，津波警報ばかり流すNHKテレビ

を見て，私は，とうとう安倍内閣が報道管制を始めたのかと一瞬疑いましたよ。 
自分も共謀罪に反対だけれども誰かが何とかしてくれるだろう--と思って眺めてい

るだけでは，気がついたときは手遅れで何も物言えなくなってしまいます！  

ニーメラー牧師の有名な言葉を思い出しましょう！  

「何も行動に出なかった･･････自分は行動に出たが、そのときはすでに手遅れだった」 

あなたも運動に参加することが一番です。事情によって難しい人もあるでしょうが，

それが無理でも，ほかにもできることはありますよ！ 

●グリーンピースのサイバーアクションで法務委員全員へ意見を送りましょう！ 

http://www.greenpeace.or.jp/info/features/civil_liberty/cyberaction/ 
●盗聴法に反対する市民連絡会の署名に協力しましょう！ 

http://tochoho.jca.apc.org/ut/kyzhnsym_v2.pdf 
共謀罪についてもっと知るために ； 参考文献とウェブサイト： 
・海渡雄一,保坂展人｢共謀罪とは何か｣(岩波ブックレット 686) ※中央館所蔵 081||I||686 
・小倉利丸,海渡雄一編｢危ないぞ!共謀罪｣(樹花舎 2006) 
・樹花舎編集部｢やっぱり危ないぞ!共謀罪｣(樹花舎 2006) 
・日弁連 http://www.nichibenren.or.jp/ja/special_theme/complicity.html 
・盗聴法に反対する市民連絡会 http://tochoho.jca.apc.org/ 
・共謀罪ブログ http://wave.ap.teacup.com/kyobozai/ 
・破防法・組対法に反対する共同行動 http://www.hanchian.org/


